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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

消
す
ま
で
は

　
出
な
い
行
か
な
い

　
離
れ
な
い

　11月
9
日
㈮
か
ら
15
日
㈭
ま
で
の
7
日

間
、
全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
火
災
予
防
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
尊
い
生
命
や
大
切
な
財

産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
の
運
動
で
す
。

　

　日ご
ろ
か
ら
次
の
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
3

つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
）
を
実
践
し
、
外

出
時
や
就
寝
前
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
、
火
災

が
発
生
し
た
と
き
は
、
最
小
限
の
被
害
で
食

い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

住宅防火  いのちを守る住宅防火  いのちを守る のポイントのポイント
―3つの習慣・4つの対策―

3つの習慣

4つの対策

3つの習慣3つの習慣

4つの対策4つの対策

７つ

寝たばこは、
絶対やめる。

逃げ遅れを防
ぐため、住宅用
火災警報器を
設置する。

寝具、衣類およ
びカーテンから
の火災を防ぐた
め、防炎品を使
用する。

火災を小さいう
ちに消すため、
住宅用消火器
などを設置す
る。

お年寄りや体
の不自由な人
を守るため、隣
近所の協力体
制をつくる。

ガスこんろなどのそば
を離れるときは、必ず
火を消す。

ストーブは、燃えやす
いものから離れた位
置で使用する。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

住宅用火災警報器が鳴ったときはどうするの？

【火災のとき】
・火の元を確認し、可能であれば初期消火を行ってください。
・火が消えなければ速やかに避難してください。
・119番通報を忘れずに。
【火災ではないとき】
・異常がないか周囲をもう一度確認しま
しょう。
・「異常停止ボタン」や「引きひも」で警報
音を止め、室内の換気を行いましょう。
※調理時の煙や湯気、くん煙式殺虫剤の
使用などで鳴ることがあります。

住宅用火災警報器取り付けた、その後は
Q
A

住宅用火災警報器の日ごろの点検・お手入れは？

【点検方法】
・1カ月に1回程度、作動点検をしましょう。
・「警報停止ボタン」や「引きひも」で点検を行います。
【お手入れ】
・ほこりやクモの巣などが付くと、火災
の煙を感知しにくくなります。
・1年に1回程度は、乾いた布でふき取り
ましょう。

Q
A

　空き地の雑草を枯れたままにしておくと、近
隣住民の生活環境を害するばかりでなく、たば
このポイ捨てによる火災や、見通しが悪くなり
交通事故の原因になる可能性があります。
　空き地の所有者または管理者は、早めに雑
草を刈り取るようお願いします。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当
　　　　　　　☎556―9530

雑草の刈り取りに
ご協力を

雑草の刈り取りに
ご協力を

雑草の刈り取りに
ご協力を
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人事行政の運営状況を公表します
　本市の人事行政の運営状況（給与公表に関する部分を除く）の概要を公表します。
　なお、詳細な内容については、市ホームページおよび市政情報コーナーで閲覧できます。

1 職員の任免および職員数に関する状況

市費負担
教 職 員
22人

計

49人

（1）職員の採用状況（H23.4.1～H24.3.31）
一　般
事務職
18人

土　木
技術職
2人

保育士

2人

消防職

3人

教 育 職
（指導主事）
2人

（2）職員の退職状況（H23.4.1～H24.3.31）

16人 2人

普通退職

1人 25人

計

44人

その他
（死亡、免職、失職、任期付）定年退職 勧奨退職

（1）勤務時間の概要（標準的なもの）
1週間の勤務時間
38時間45分

開始時刻
午前8時30分

終了時刻
午後5時15分

休憩時間
正午～午後1時

（2）年次有給休暇の取得状況（一般職員）（各年1.1～12.31）

平均取得日数
平成23年
6.0日

平成22年
7.2日

対前年増減
▲1.2日

（3）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況（H23.4.1～H24.3.31）
病気休暇
29人

介護休暇
ー

組合休暇
ー

6 職員の福祉および利益の保護の状況

（1）健康診断の状況（H23.4.1～H24.3.31）
区　分

定期健康診断
受診者
420人

受診率
78.5%

胃がん検診 94人 17.6%
大腸がん検診 118人 22.1%

（2）公務災害の発生状況（H23.4.1～H24.3.31）
区分

公務災害
通勤災害

人数
1人
ー

（4）育児休業などの取得状況（H23.4.1～H24.3.31）
休業の種類

取得者合計

育児休業
休業者の内訳 うち新規

4人7人
4人7人
ーー

育児短時間勤務
うち新規
1人1人
1人1人
ーー

部分休業
うち新規
4人6人
4人6人
ーー男性

うち女性

（5）時間外勤務の状況（H23.4.1～H24.3.31）
7.0時間職員1人当たりの月平均時間外勤務時間数

3 職員の分限および懲戒処分の状況

（1）分限処分の状況（H23.4.1～H24.3.31）
区　　　分

心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合

ーー
ーー

ー3人
ーー

職制等の改廃などにより
過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合

ーー

ーー

ーー

条例で定める事由による場合 ーー ーー
ーー

ーー ーー
免職降任 降給休職

勤務成績が良くない場合

職務上の義務に違反し
または職務を怠った場合 ーー ーー

全体の奉仕者たるにふさわしく
ない非行のあった場合 ーー ーー

（2）懲戒処分の状況（H23.4.1～H24.3.31）
区　　　分

ーー ーー
減給戒告 免職停職

法令に違反した場合

4 職員の服務の状況

営利企業等従事の許可状況（H23.4.1～H24.3.31）
営利企業等の従事の内容 許可件数 摘要

自ら営利を目的とする私企業を
営む場合 ー ー

営利を目的とする私企業を営む
ことを目的とする会社その他の
団体の役員等の地位を兼ねる場合

2件
土地改良区
理事（無報酬）

報酬を得て事業または事務に
従事する場合 ー ー

該当なし
7 勤務条件に関する措置の要求の状況（H23.4.1～H24.3.31）

該当なし
8 不利益処分に関する不服申立ての状況（H23.4.1～H24.3.31）

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

2 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（2）勤務成績の評定の状況（H23.4.1～H24.3.31）
対象職員
評定回数

一般職（教育長、臨時･非常勤職員を除く）全職員
年２回

活用方法 勤勉手当、昇給

5 職員の研修および勤務成績の評定の状況

（1）研修の状況（H23.4.1～H24.3.31）
研修区分 研修内容･派遣先等（カッコ内は修了者数）

一般研修
（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

派遣研修

自己啓発促進

特別研修

一般研修
（市単独）

・
・

（  44人）
（  16人）

新規採用職員研修
臨 時 職 員 研 修

・ （  23人）主査・主幹級研修

・
・
・

（  16人）
（  12人）
（  16人）

初 級 職 員 研 修
上 級 職 員 研 修
監 督 者 研 修

・
・

（    9人）
（  21人）

中 級 職 員 研 修
法 制 執 務 研 修

・ （    7人）通 信 教 育 講 座
・
・
・

（    2人）
（  67人）
（   4人）

自治大学校
自治人材開発センター
防 火 管 理 講 習

・
・
・

（  10人）
（   1人）
（   4人）

市町村アカデミー
民間企業派遣研修
衛生推進者講習

（  51人）
（  24人）
（126人）
（  36人）
（387人）

考 課 者 研 修
ク レ ー ム 研 修
人 権 問 題 研 修
ブラッシュアップキャリア研修
行田の歴史研修

・
・
・
・

（325人）
（  38人）
（105人）
（265人）

人事考課制度研修
おもてなし研修
救急･応急処置研修
メンタルヘルス研修

・
・
・
・
・
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類 似 団 体 43.3歳 332,203円 371,300円

人件費の状況（普通会計決算）１

　　

区　 分

23年度

人件費率
Ｂ/Ａ

18.3％

住民基本台帳人口
（平成23年度末）

85,194人 25,333,919

歳出額 Ａ

千円
1,421,592

実質収支

千円
4,645,122

人件費 Ｂ

千円

職員給与費の状況２

市職員の給与などを公表します

区　分

24年度

職員数
Ａ

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

525人

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　　与　　　費

1,998,179
千円

474,622
千円

772,846
千円

3,245,647
千円

6,182
千円

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年４月１日現在）

4

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

42.2歳

44.0歳

42.3歳

平均給料月額

331,233円

354,353円

327,205円

平均給与月額

392,537円

401,847円

397,723円

① 一般行政職

職員の初任給の状況（平成24年４月１日現在）5

行政職の級別職員数の状況（平成24年4月１日現在）7

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）３

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

行田市

178,800円

144,500円

埼玉県

178,800円

144,500円

国

172,200円

140,100円

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）6

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

経験年数10年

265,563円

̶

経験年数15年

324,600円

̶

経験年数20年

365,389円

310,500円

期末手当・勤勉手当８

行田市

（23年度支給割合）
期末手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
・ 役職加算　5～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
・ 役職加算　　  5～20％
・ 管理職加算　10～25％

2.60 月分
（1.45 月分）

勤勉手当
1.35 月分
（0.65 月分）

（23年度支給割合）
期末手当
2.60 月分

（1.45 月分）

勤勉手当
1.35 月分

（0.65 月分）

国

退職手当（平成24年4月１日現在）９

行田市
（支給率）
勤続20年
勤続25年

自己都合
23.50月分
33.50月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

（支給率）
勤続20年
勤続25年

自己都合
23.50月分
33.50月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

国

類 似 団 体 49.1歳 294,128円 312,202円

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県
　　国

平均年齢

52.9歳

53.8歳
49.5歳

平均給料月額

346,408円

361,684円
283,862円

平均給与月額

387,665円

400,573円
321,662円

② 技能労務職

区　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

1級

主事
技師

68人

12,9％

2級

主事
技師

79人

15.0％

3級

主任

123人

23.4％

4級

主査

96人

18.2％

5級

主幹

84人

16.0％

6級

課長
副参事

48人

9.1％

7級

次長

15人

2.9％

8級
部長
参事
技監
13人

2.5％

計

526人

100.0％

105

100

95

90
行田市 類似団体平均 全国市平均

（H18）
97.4

（H23）
98.8 （H18）

96.8

（H23）
98.0 （H18）

97.4

（H23）
98.8

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

区　　分
H23
職　員　数（人）

339
H24

342

対前年増減数
（人）

　3
174 173 ▲1

513 515 2

39 40 　1

552

一般行政部門
特別行政部門（教育・消防）

普通会計の計
公営企業等会計部門
（水道・下水道・その他）

合　計 555 3

特別職の報酬などの状況（平成24年４月１日現在）10

12

人口1万人当たりの職員数（平成24年４月１日現在）１１

区　　　分
市　　　長

給料月額など
933,000円（H23.7.1～H27.4.30  839,700円）

副　市　長 780,000円（H23.7.1～H27.4.30  702,000円）
教　育　長 702,000円（H23.7.1～H27.4.30  631,800円）

給　
料

　 （算定方法）
市　　　長 給料月額×在職月数×40/100
副　市　長 給料月額×在職月数×30/100
教　育　長 給料月額×在職月数×30/100

（支給時期）
任期毎
任期毎
任期毎当

手
職
退

議　　　長 482,000円　
副　議　長　 429,000円　
議　　　員 407,000円　

報　
酬

市　　　長
（23年度支給割合）

副　市　長
3.85月分
3.85月分
3.85月分 （勤勉手当を含む）教　育　長

議　　　長
（23年度支給割合）

副　議　長　
　
3.65月分
　議　　　員

当
手
末
期

行田市 65.0人 70.6人県内市平均

部　　門

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

　市職員の給与・職員数について、常にその適正化に努めていますが、このたび平均給料月額などを
表にまとめましたのでお知らせします。

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※職員数および給与費は一般会計当初予算に計上された額で、水道事業、下水道事業、
国民健康保険事業などの特別会計に関するものは含みません。職員手当には退職手当
を含みません。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体の
ラスパイレス指数を単純平均したものです。

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、技
能労務職、教育職のいずれの職種にも属さないすべての職員をいいます。
※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、管理職手
当の毎月決まって支給される各手当の総支給額を、各職種区分の職員数で割った額を
加えたものです。

※H23.7.1からH27.4.30までの間、給与の減額措置として、市長、副市長および教育長
の給料の10％を減額しています｡

※県内で人口1万人当たりの職員数が最も少ない市は51.8人、最も多い市は114.1人と
なっており、行田市は最少市から数え14番目に位置しています。

※経験年数とは、採用後の年数をいいます。

※市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、現業職員を含みま
せん。

　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※（　　）内は、再任用職員に関する支給割合です。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

類 似 団 体 43.3歳 332,203円 371,300円

人件費の状況（普通会計決算）１

　　

区　 分

23年度

人件費率
Ｂ/Ａ

18.3％

住民基本台帳人口
（平成23年度末）

85,194人 25,333,919

歳出額 Ａ

千円
1,421,592

実質収支

千円
4,645,122

人件費 Ｂ

千円

職員給与費の状況２

市職員の給与などを公表します

区　分

24年度

職員数
Ａ

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

525人

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　　与　　　費

1,998,179
千円

474,622
千円

772,846
千円

3,245,647
千円

6,182
千円

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年４月１日現在）

4

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

42.2歳

44.0歳

42.3歳

平均給料月額

331,233円

354,353円

327,205円

平均給与月額

392,537円

401,847円

397,723円

① 一般行政職

職員の初任給の状況（平成24年４月１日現在）5

行政職の級別職員数の状況（平成24年4月１日現在）7

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）３

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

行田市

178,800円

144,500円

埼玉県

178,800円

144,500円

国

172,200円

140,100円

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）6

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

経験年数10年

265,563円

̶

経験年数15年

324,600円

̶

経験年数20年

365,389円

310,500円

期末手当・勤勉手当８

行田市

（23年度支給割合）
期末手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
・ 役職加算　5～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
・ 役職加算　　  5～20％
・ 管理職加算　10～25％

2.60 月分
（1.45 月分）

勤勉手当
1.35 月分
（0.65 月分）

（23年度支給割合）
期末手当
2.60 月分

（1.45 月分）

勤勉手当
1.35 月分

（0.65 月分）

国

退職手当（平成24年4月１日現在）９

行田市
（支給率）
勤続20年
勤続25年

自己都合
23.50月分
33.50月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

（支給率）
勤続20年
勤続25年

自己都合
23.50月分
33.50月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

国

類 似 団 体 49.1歳 294,128円 312,202円

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県
　　国

平均年齢

52.9歳

53.8歳
49.5歳

平均給料月額

346,408円

361,684円
283,862円

平均給与月額

387,665円

400,573円
321,662円

② 技能労務職

区　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

1級

主事
技師

68人

12,9％

2級

主事
技師

79人

15.0％

3級

主任

123人

23.4％

4級

主査

96人

18.2％

5級

主幹

84人

16.0％

6級

課長
副参事

48人

9.1％

7級

次長

15人

2.9％

8級
部長
参事
技監
13人

2.5％

計

526人

100.0％

105

100

95

90
行田市 類似団体平均 全国市平均

（H18）
97.4

（H23）
98.8 （H18）

96.8

（H23）
98.0 （H18）

97.4

（H23）
98.8

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

区　　分
H23
職　員　数（人）

339
H24

342

対前年増減数
（人）

　3
174 173 ▲1

513 515 2

39 40 　1

552

一般行政部門
特別行政部門（教育・消防）

普通会計の計
公営企業等会計部門
（水道・下水道・その他）

合　計 555 3

特別職の報酬などの状況（平成24年４月１日現在）10

12

人口1万人当たりの職員数（平成24年４月１日現在）１１

区　　　分
市　　　長

給料月額など
933,000円（H23.7.1～H27.4.30  839,700円）

副　市　長 780,000円（H23.7.1～H27.4.30  702,000円）
教　育　長 702,000円（H23.7.1～H27.4.30  631,800円）

給　
料

　 （算定方法）
市　　　長 給料月額×在職月数×40/100
副　市　長 給料月額×在職月数×30/100
教　育　長 給料月額×在職月数×30/100

（支給時期）
任期毎
任期毎
任期毎当

手
職
退

議　　　長 482,000円　
副　議　長　 429,000円　
議　　　員 407,000円　

報　
酬

市　　　長
（23年度支給割合）

副　市　長
3.85月分
3.85月分
3.85月分 （勤勉手当を含む）教　育　長

議　　　長
（23年度支給割合）

副　議　長　
　
3.65月分
　議　　　員

当
手
末
期

行田市 65.0人 70.6人県内市平均

部　　門

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

　市職員の給与・職員数について、常にその適正化に努めていますが、このたび平均給料月額などを
表にまとめましたのでお知らせします。

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※職員数および給与費は一般会計当初予算に計上された額で、水道事業、下水道事業、
国民健康保険事業などの特別会計に関するものは含みません。職員手当には退職手当
を含みません。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体の
ラスパイレス指数を単純平均したものです。

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、技
能労務職、教育職のいずれの職種にも属さないすべての職員をいいます。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、管理職手
当の毎月決まって支給される各手当の総支給額を、各職種区分の職員数で割った額を
加えたものです。

※H23.7.1からH27.4.30までの間、給与の減額措置として、市長、副市長および教育長
の給料の10％を減額しています｡

※県内で人口1万人当たりの職員数が最も少ない市は51.8人、最も多い市は114.1人と
なっており、行田市は最少市から数え14番目に位置しています。

※経験年数とは、採用後の年数をいいます。

※市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、現業職員を含みま
せん。

　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※（　　）内は、再任用職員に関する支給割合です。

　本市では、商業の振興に寄与するため、行田市商
業振興対策委員会を設置しています。この委員会は
商業振興に関することについて、市長の諮問に応じ
て答申または建議するための機関です。
　このたび、欠員となっている同委員会の委員を募
集します。

▶応募資格	 満20歳以上の市内在住、在勤、在学
の方で、平日昼間の会議（年2回程度）に出席で
きる方。
　　次に該当する方は応募できません。
　⑴応募日現在、すでに本市の審議会などの委員の方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人員	 1人
▶任　　期	 2年間
▶応募方法	 住所、氏名、年齢、性別、職業、電
話番号、勤務場所（または学校名）、商業振興に関
するレポート（400～800字程度）を記入した書類
（様式自由）を、11月16日㈮（必着）までに直接ま
たは郵送で提出してください。【持参・郵送】
〒361―8601	行田市本丸2―5	行田市商工観光課

▶選考方法	 レポートを参考に選考し、結果は全員
に通知します。

▶問い合わせ	 同課商工振興担当（内線384）

　本市では、国民健康保険事業の運営に関する重要事
項を審議するため、行田市国民健康保険運営協議会を
設置しています。
　このたび、現委員の任期が満了となることから、被
保険者の意見を反映することを目的として、被保険者
を代表する委員を次のとおり募集します。

▶応募資格　満20歳以上で、行田市国民健康保険被
保険者の資格を有し、属する世帯の国民健康保険税
に滞納がない方で、平日昼間の会議（年3回程度）に
出席できる方。
　次に該当する方は応募できません。
⑴応募日現在、すでに本市の審議会などの委員の方
⑵市職員および市議会議員

▶募集人数　 1人
▶任　　期　平成25年1月1日㈫～平成26年12月31
日㈬

▶応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番
号、応募理由および市の国民健康保険に関する考え
（800字程度）を記入した書類（様式自由）を、11月
22日㈭（必着）までに持参または郵送で提出してく
ださい。【持参・郵送】〒361―8601	行田市本丸2
―5	行田市保険年金課

▶選考方法　書類審査で選考し、結果は全員に通知し
ます。なお、応募書類は返却しません。

▶問い合わせ　同課国保担当（内線271）

行田市国民健康保険運営協議会
の委員を募集

行田市商業振興対策委員会
の委員を募集
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相
談窓口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）

日　　時	 11月14日㈬
　　　　	 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所	 保健センター
対　　象	 いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

そ の 他	 随時、電話での相談も受け付けます。

妊婦健康診査助成制度について
　里帰り出産などの事情により、契約外医療機関で妊
婦健康診査を受診した場合、全額自己負担となります
が、保険適応外で支払った妊婦健康診査費用は、申請
により払い戻し（償還払い）ができるようになりまし
た（助成額には上限があります）。
　出産日または最後の妊婦健康診査受診日から６カ
月以内に保健センターに申請してください。なお、
この制度は、平成24年4月1日以降に受診した健診費
用に限ります。

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児

歯科健診、3歳児健診
　そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターへご連絡
ください。

ＢＣＧ予防接種
　受付日時 11月28日㈬午後1時30分～2時
　対　　象	 平成24年7月29日～8月22日生まれの

お子さん
※対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ月
未満）は、この機会に受けてください。なお、ワ
クチンの準備などがありますので、事前に電話で
ご連絡ください。

11月から四種混合(百日せき・ジフテリア・破傷風・
不活化ポリオ)の予防接種が始まります
　対　　象	 生後3カ月～７歳６カ月未満
　接種回数	【第1期初回】3回【追加】1回
　接種場所	 個別接種委託医療機関
　予診票の配付方法
・平成24年8月以降に生まれた方は、順次、郵送し
ます。
・三種混合予防接種や不活化ポリオワクチン、生ポ
リオワクチンの接種をしていない方で希望する
場合は、母子健康手帳を持参の上、保健センター
にお越しください（手元に郵送されている三種混
合予防接種、不活化ポリオ予防接種の予診票で四
種混合予防接種は接種できません）。

乳幼児相談（要申し込み）
受付日時	 12月10日㈪午前9時30分～11時30分
対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時	 12月10日㈪午前10時15分～10時30分
対　　象	 平成24年6月15日～7月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
受付日時	 11月27日㈫午前10時15分～10時30分
対　　象	 7カ月から11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

期　　日 医療機関名

11月18日㈰ 壮幸会行田総合病院

11月23日㈮ 清幸会行田中央総合病院

11月25日㈰ 壮幸会行田総合病院

12月２日㈰ 壮幸会行田総合病院

12月９日㈰ 清幸会行田中央総合病院
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　高齢になると食が細くなり、あっさりした食事にな
りがちですが、このような食生活を続けると、免疫力
が低下し、病気にかかりやすい体になる恐れがありま
す。地域の方と一緒に調理実習を交えながら、高齢期
の食生活についての正しい知識を習得しましょう。

▶時　　間　午前9時30分～正午
▶内　　容　【講話】高齢期の食事について
　　　　　　【調理実習】簡単!!バランスOKレシピ
▶対　　象　市内在住の65歳以上の方
▶費　　用　 300円（材料費）
▶持 ち 物　エプロン、三角巾、スリッパ、筆記用具
▶申し込み・問い合わせ　原則、各回開催日の1週
間前までに直接または電話で高齢者福祉課地域支援
担当（内線225・278）

　心筋梗塞、狭心症などの心臓の病気は、早期発見と
早期治療が第一。しかし、それよりも大切なことは、
心臓の病気にならないように予防することです。大切
な心臓について学んで、自分の心臓を守りましょう。

日　　時	 12月19日㈬午後2時～3時30分
場　　所	 保健センター
内　　容	 医師の講話
対　　象	 市内在住の方
定　　員	 30人（先着順）
持 ち 物	 健康手帳、筆記用具
費　　用	 無料
申し込み	 12月12日㈬までに直接または電話で同セ

ンター

　笑いの体操とヨガの呼吸法を合わせた「笑いヨガ」。
笑うことで体の中に酸素をたくさん取り込むことがで
き、ストレスの解消と免疫力のアップにつながります。
みんなで笑い合って、気持ちをリフレッシュしてみま
せんか。
▶日　　時	 12月1日㈯午前10時～11時30分
▶場　　所	 商工センター401研修室
▶内　　容	 笑いヨガでストレスを解消するととも

に、免疫力を向上させる
▶講　　師	 笑いヨガインストラクター
▶定　　員	 20人（先着順）
▶持 ち 物	 筆記用具、運動しやすい服装、運動靴、

飲み物
▶申し込み・問い合わせ

　 11月28日㈬までに
電話で保健センター
健康づくり支援担当
（市役所内・内線378）

期　　日 場　　所 定員（先着順）

11月27日㈫ 持田公民館 30人

11月28日㈬ 桜ヶ丘公民館 25人

11月29日㈭ 太井公民館 20人

12月 4 日㈫ 忍・行田公民館 25人

12月 5 日㈬ 下忍公民館 15人

12月 6 日㈭ 佐間公民館 20人

12月11日㈫ 星河公民館 20人

大事な心臓の講座
～あなたのドキドキは大丈夫？～

きもちリフレッシュ講座
笑いヨガでさよならストレス

いきいき栄養教室
～簡単！クッキング～

　Ｃ型肝炎救済特別措置法に基づく給付金の請求期
限について、「市報ぎょうだ」9月号で「平成25年1月
15日まで」とお知らせしましたが、その後、同法の
一部改正により請求期日が次のとおり変更になりま
した。

旧：平成25年1月15日
↓

新：平成30年1月15日

※詳しくは、厚生労働省ホームページを参照するか、
同省相談窓口に問い合わせください。

問い合わせ　同省相談窓口☎0120―509―002
　　　　　　（月～金曜日の午前9時30分～午後6時）

特定の血液剤により
C 型肝炎ウィルスに感染された方へ

～給付金請求手続きの期日が変更になりました～

　埼玉県では、もう一度働いてみたい看護師さんの職
場復帰を応援しています。ブランクのある方も安心し
て復職できるよう働きやすい病院を紹介し、3カ月の
充実した勤務研修を行い、自信を持って職場復帰がで
きるようサポートをします。
　勤務研修を実施していただける医療・介護施設も併
せて募集しています（実施に当たり、県から助成があ
ります）。

申し込み	 電話で埼玉県看護協会ナースセンター
	 ☎048―824―7266
問い合わせ	 埼玉県医療整備課☎048―830―3543

ブランクのあるナースの
復職を埼玉県が応援！
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　小針クリーンセンターでは、11月19日㈪から
30日㈮まで、焼却施設の補修を予定しています。
この期間は、燃やせるごみの直接搬入はできませ
んので、ご注意ください。
▶問い合わせ　彩北広域清掃組合☎559―3641

不法投棄等防止強化
期間中です
不法投棄等防止強化
期間中です

　見沼代用水沿いの「緑のヘ
ルシーロード」は建設から20
年以上経過し、修繕を必要と
する個所がありますので、平
成25年3月まで補修工事を実
施します。
　工事期間中は、一時的に通
行止めにするなど、利用者の
皆さんに大変ご不便をお掛けしますが、ご理解をお願い
します。また、工事完了後は、サイクリングなどでぜひ
ご利用ください。
▶問い合わせ　加須農林振興センター県営事業担当
　☎0480―62―4582

市税の納付には、「安心！確実！便利」な
口座振替をご利用ください。

（11月15日～12月14日）各 種 相 談

今 月 の 納 税
固定資産税・都市計画税・・・・・4期
国民健康保険税・・・・・・・・・5期
介護保険料・・・・・・・・・・・5期
後期高齢者医療保険料・・・・・・5期

納期限　 11月30日㈮

相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 11月27日㈫※次回12月25日㈫の予約は12
月3日㈪から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室 11月19日㈪、12月3日㈪ 午後1時30分～3時30分

結婚 VIVAぎょうだ 11月18日㈰、12月7日㈮ 午前9時30分～11時30分
（受け付けは午前9時30分～11時）

消費生活多重債務 市役所 11月15日㈭～12月14日㈮の月～金曜日
※11月23日㈮を除く 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 12月12日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554―2702

不動産 市役所 11月21日㈬ 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物取
引業協会北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ 11月15日㈭～12月13日㈭の木・土曜日

※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 11月16日㈮～12月14日㈮の火・金曜日
※11月23日㈮を除く 午前10時～午後4時 商工観光課

（内線383）
人権 忍・行田公民館 12月5日㈬ 午前10時～午後3時 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 11月20日㈫ 午後1時30分～3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554―1411
水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 12月2日㈰ 午前8時30分～正午 水道課

☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 11月20日㈫・27日㈫、12月4日㈫、11日㈫ 午後5時15分～7時

緑のヘルシーロード
補修工事のお知らせ
緑のヘルシーロード
補修工事のお知らせ

燃やせるごみの直接搬入を　　
　　　　　　　一時中止します

　現在、不法投棄等防
止強化期間中です。埼
玉県では、民間・事業者・
市町村などと連携して、
不法投棄等防止の取り組みを集中的に実施してい
ます。
▶期　　間　 12月31日㈪まで
▶内　　容　産業廃棄物運搬車両路上調査、不法
投棄監視パトロール、産業廃棄物スカイパトロー
ル、家屋解体現場への立ち入り指導

　産業廃棄物不法投棄110番
　不法投棄を発見したら、すぐに通報してください。
　 24時間フリーダイヤル☎0120―5

ご	み	を
30―3

みはるよ
84

▶問い合わせ　埼玉県環境部産業廃棄物指導課監
視・指導担当☎048―830―3136【ＦＡＸ】
048―830―4774【Ｅメール】a3120@pref.
saitama.lg.jp
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▶題　　名	 ミッキーマウス	ミッキーの誕生日ほか	
	 （計60分）

クリスマス映画会
▶日　　時	 12月2日㈰午後２時
▶題　　名	 森は生きている（49分）
定例子ども映画会・クリスマス映画会いずれも
▶場　　所　映像ホール
▶定　　員	 80人（先着順）
▶入 場 料	 無料

▶日　　時	 11月22日㈭午後1時30分～3時30分
▶場　　所	 中央公民館第2学習室（「みらい」内）
▶内　　容	 図書館で協力いただいているボランティア

団体の会員を対象に、「読み聞かせ技術」の
ステップアップを目的とした勉強会を見学
する。

▶対　　象	 読み聞かせボランティアに興味のある方
▶参 加 費	 無料
▶そ の 他	 開催時間内いつでも見学可

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時	 12月13日㈭午後１時受付開始
▶持 ち 物	 母子健康手帳

・食を考える（佐藤洋一郎）
・逆浪果つるところ（逢坂剛）
・ノエル（道尾秀介）
・はじめましてモグラくん（川田伸一郎）
・ＡＢＣの本（杉田豊）
・ともだちできたよ（内田麟太郎／文、こみねゆら／絵）

▶日　　時	 11月21日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容	 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象	 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 11月24日㈯午前11時
▶内　　容	 絵本や手遊びなど
▶対　　象	 幼児
▶主　　催	 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 12月1日㈯午後２時
▶内　　容	 絵本など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 12月8日㈯午後２時
▶内　　容	 絵本など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時	 12月14日㈮午後２時
▶場　　所	 図書館ミーティングルーム
▶内　　容	 絵本や紙芝居ほか
▶主　　催	 おしゃべりインコの会

定例子ども映画会
▶日　　時	 11月17日㈯午後２時

ブックスタート

読み語りの会

映画会

午前9時30分～午後7時
11月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・
30日㈮、12月3日㈪・10日㈪

新 着 図 書

おはなし会

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください

読み聞かせボランティア養成講座(ステップアップ勉強会)の見学

※変更となる場合もあります

桜ヶ丘小 11月15日㈭
南河原小 11月16日㈮
荒 木 小 11月20日㈫
星 宮 小 11月21日㈬
太田西小 11月28日㈬
泉 小 11月29日㈭
埼 玉 小 11月30日㈮

北河原小 12月 4日㈫
須 加 小 12月 5日㈬
太田東小 12月 7日㈮
星 宮 小 12月11日㈫
北 小 12月12日㈬
桜ヶ丘小 12月13日㈭
南河原小 12月14日㈮

移動図書館巡回日程
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古代蓮会館の入館者が 60 万人を達成

　9月28日、古代蓮会館の入館者が60万人を達成しました。
　記念すべき60万人目の入館者となったのは、東京都世田谷
区に住む池田由利子さん。工藤市長から入館60万人達成記念
の認定証と同館に無料で入館できる招待券などが送られまし
た。池田さんは「突然のことでびっくりしています。古代蓮がた
くさん咲くころにまた来てみたいです」と感激した様子で喜び
を語りました。

舞妓さん、おこしやす

　10月10日、京都から舞妓の美恵菜さんと小凛さんが郷土
博物館を訪れました。
　2人は同館内で行田の歴史や文化を学んだ後、大勢の観
客の前で、祇園小唄などに合わせてみやびやかな座敷舞「
京舞」を披露。はんなりとした舞妓さんの一挙一動を逃すま
いと、多くの人が夢中でシャッターを切りました。
　京都の雰囲気が漂う、いつもとは一味違った忍城の風景
に、誰もが魅了されていました。

災害に備えて

盛りだくさんのイベントを満喫

　9月22日、市民プール脇広場で㈳行田青年会議所主催の
「e（いい）まち行田・未来フェスタ」が行われました。
　この催しは、同会議所創立50周年を記念して開催された
もので、自転車発電コーナーやエアーブラシを使ったペイン
ト体験をはじめ、今井絵理子さん（ＳＰＥＥＤ）のトークショ
ーやミニライブ、大八木淳史さん（ラグビー元日本代表）の
トークショーが行われました。
　また、小学生を対象にしたタグラグビー体験も行われるな
ど、来場者は盛りだくさんのイベントを満喫していました。

写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館
見どころ“まんさい”　映画「のぼうの城」

　映画「のぼうの城」の公開を控え、10月20日、産業文化会館
でプレミアム試写会が行われました。
　上映前に行われた舞台あいさつでは、主演の野村萬斎さんと
原作者の和田竜さんが、約800人の来場者に向けて映画をＰＲ
しました。「見どころは“まんさい”です。ぜひ、エンドロールまで
見てください」とユーモアたっぷりに語る野村さんと、「行田で
試写会ができて感無量」と取材で行田を訪れたときのことを振
り返る和田さん。2人の映画への熱い思いを受け、観客は行田
を舞台にした迫力満点の映画を、大画面で堪能していました。

伝統の味を全国へ発信

　9月21日、市役所で「いにしえの行田枝豆倶楽部」設立趣
意書締結式が行われました。
　同倶楽部は、本市、生産者の会「行田豆吉クラブ」、埼玉
県、ほくさい農業協同組合、イオンリテール株式会社が本市
の伝統野菜「行田在来枝豆」の生産・流通・販売に一体と
なって取り組む協議会です。同倶楽部が設立されたことによ
り、伝統的な食文化が守られるとともに、行田の味が全国に
発信され、地域活性化につながることが期待されます。

こぜにちゃん、フラべぇ、うきしろちゃんに
ゆるキャラ観光大使を委嘱

　10月20日、産業文化会館で行田市ゆるキャラ観光大
使委嘱式が行われ、「こぜにちゃん」と「フラべぇ」、そして
ＮＰＯ法人魅力創造倶楽部が忍城をイメージして制作し
た「うきしろちゃん」の3キャラクターに委嘱状が渡され
ました。
　今後、さまざまなイベントに参加し、本市の広報活動や
観光振興を積極的に行っていくキャラクターたちは、本
市の発展に欠かせない存在となっていくことでしょう。

ラッピングバスが出発

　10月1日、市内循環バスターミナルで市内循環バス 
ラッピングバス出発式が行われました。
　循環バスをラッピングした絵は、「故郷ぎょうだ」をイ
メージした絵画コンクールで最優秀賞や優秀賞に輝い
たもの。同賞を受賞した児童・生徒5人はテープカットを
行い、自分の絵が描かれたバスが出発していくのをうれ
しそうに見送っていました。

こぜにちゃん、フラべぇ、うきしろちゃんに

　10月20日、産業文化会館で行田市ゆるキャラ観光大

こぜにちゃん、フラべぇ、うきしろちゃんに

　10月20日、産業文化会館で行田市ゆるキャラ観光大

み え なまい こ こ　りん

　9月24日、佐間地内の諏訪山橋で、行田土木防災協議会
会員による応急対策業務の実働訓練が行われました。
　この訓練は、「災害時における応急対策業務に関する協
定」を締結した同協議会が実施したもので、震度5強以上
の地震が発生したことを想定し、生活道路や橋の被災状況
の確認や点検を行いました。
　避難経路の確保や救急車両の通行確保など、万一の災
害に備えたこの訓練は、行田の安心・安全につながること
でしょう。

す わ やまはし

りょう
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古代蓮会館の入館者が 60 万人を達成

　9月28日、古代蓮会館の入館者が60万人を達成しました。
　記念すべき60万人目の入館者となったのは、東京都世田谷
区に住む池田由利子さん。工藤市長から入館60万人達成記念
の認定証と同館に無料で入館できる招待券などが送られまし
た。池田さんは「突然のことでびっくりしています。古代蓮がた
くさん咲くころにまた来てみたいです」と感激した様子で喜び
を語りました。

舞妓さん、おこしやす

　10月10日、京都から舞妓の美恵菜さんと小凛さんが郷土
博物館を訪れました。
　2人は同館内で行田の歴史や文化を学んだ後、大勢の観
客の前で、祇園小唄などに合わせてみやびやかな座敷舞「
京舞」を披露。はんなりとした舞妓さんの一挙一動を逃すま
いと、多くの人が夢中でシャッターを切りました。
　京都の雰囲気が漂う、いつもとは一味違った忍城の風景
に、誰もが魅了されていました。

災害に備えて

盛りだくさんのイベントを満喫

　9月22日、市民プール脇広場で㈳行田青年会議所主催の
「e（いい）まち行田・未来フェスタ」が行われました。
　この催しは、同会議所創立50周年を記念して開催された
もので、自転車発電コーナーやエアーブラシを使ったペイン
ト体験をはじめ、今井絵理子さん（ＳＰＥＥＤ）のトークショ
ーやミニライブ、大八木淳史さん（ラグビー元日本代表）の
トークショーが行われました。
　また、小学生を対象にしたタグラグビー体験も行われるな
ど、来場者は盛りだくさんのイベントを満喫していました。

見どころ“まんさい”　映画「のぼうの城」

　映画「のぼうの城」の公開を控え、10月20日、産業文化会館
でプレミアム試写会が行われました。
　上映前に行われた舞台あいさつでは、主演の野村萬斎さんと
原作者の和田竜さんが、約800人の来場者に向けて映画をＰＲ
しました。「見どころは“まんさい”です。ぜひ、エンドロールまで
見てください」とユーモアたっぷりに語る野村さんと、「行田で
試写会ができて感無量」と取材で行田を訪れたときのことを振
り返る和田さん。2人の映画への熱い思いを受け、観客は行田
を舞台にした迫力満点の映画を、大画面で堪能していました。

伝統の味を全国へ発信

　9月21日、市役所で「いにしえの行田枝豆倶楽部」設立趣
意書締結式が行われました。
　同倶楽部は、本市、生産者の会「行田豆吉クラブ」、埼玉
県、ほくさい農業協同組合、イオンリテール株式会社が本市
の伝統野菜「行田在来枝豆」の生産・流通・販売に一体と
なって取り組む協議会です。同倶楽部が設立されたことによ
り、伝統的な食文化が守られるとともに、行田の味が全国に
発信され、地域活性化につながることが期待されます。

こぜにちゃん、フラべぇ、うきしろちゃんに
ゆるキャラ観光大使を委嘱

　10月20日、産業文化会館で行田市ゆるキャラ観光大
使委嘱式が行われ、「こぜにちゃん」と「フラべぇ」、そして
ＮＰＯ法人魅力創造倶楽部が忍城をイメージして制作し
た「うきしろちゃん」の3キャラクターに委嘱状が渡され
ました。
　今後、さまざまなイベントに参加し、本市の広報活動や
観光振興を積極的に行っていくキャラクターたちは、本
市の発展に欠かせない存在となっていくことでしょう。

ラッピングバスが出発

　10月1日、市内循環バスターミナルで市内循環バス 
ラッピングバス出発式が行われました。
　循環バスをラッピングした絵は、「故郷ぎょうだ」をイ
メージした絵画コンクールで最優秀賞や優秀賞に輝い
たもの。同賞を受賞した児童・生徒5人はテープカットを
行い、自分の絵が描かれたバスが出発していくのをうれ
しそうに見送っていました。

み え なまい こ こ　りん

　9月24日、佐間地内の諏訪山橋で、行田土木防災協議会
会員による応急対策業務の実働訓練が行われました。
　この訓練は、「災害時における応急対策業務に関する協
定」を締結した同協議会が実施したもので、震度5強以上
の地震が発生したことを想定し、生活道路や橋の被災状況
の確認や点検を行いました。
　避難経路の確保や救急車両の通行確保など、万一の災
害に備えたこの訓練は、行田の安心・安全につながること
でしょう。

す わ やまはし

りょう
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忍	

岡
田　
　

修

稲
刈
り
て
古
墳
の
高
さ
目ま

の
当
り

	

長
野	

内
山　

計
江

秋
遍へ

ん

路ろ

杖
の
先
ま
で
無
心
な
り

	

谷
郷	

高
橋　

保
子

台
風
の
過
ぎ
去
り
風
の
置
き
土
産

	

壱
里
山
町	

斉
藤　

閑
風

気き
ぐ

位ら
い

も
生
き
る
糧
な
り
秋
あ
か
ね

	

城
南	

橋
本
千
枝
子

生
き
か
た
を
少
し
ゆ
る
め
て
秋
扇

	

持
田	

伊
藤　

洋
子

地
面
焼
け
い
て
も
季
節
を
告
ぐ
ち
ち
ろ

	

城
西	

山
下　

利
江

暑
さ
耐
え
頭
べ
を
下
げ
る
稲
穂
か
な

	

南
河
原	

今
村　

文
女

虫
集す

だ

く
灯
を
消
し
て
よ
り
尚
更
に

	

谷
郷	

冨
山　

由
喜

さ
り
げ
な
き
友
と
の
別
れ
今
朝
の
秋

	
城
南	

飯
野　

里
子

足
萎な

え
て
部
屋
よ
り
眺
む
る
彼
岸
花

	

渡
柳	

長
森　

イ
セ

惠
み
雨
黄
金
色
し
た
稲
穂
か
な

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

一
人
昼
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
に
秋
の
茄
子

	

向
町	

茂
木　

咲
子

名
月
に
父
母
の
面
影
高
き
雲

	

城
南	

町
田
ツ
ギ
子

木も
く

犀せ
い

の
香
り
た
だ
よ
う
散
歩
道

	

持
田	

田
尻　

幸
代

彼
岸
花
木
漏
れ
日
受
け
て
ま
ぶ
し
そ
う

　
　
　
　
　
（
木
島　

斗
川　

監
修
）

前
へ
、前
へ稲

元
純
平
さ
ん
（
13
歳
・
持
田
）

　
今
月
は
、
9
月
2
日
に
後
楽
園
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
、
第
5
回
Ｕ
―
15
ボ
ク
シ
ン
グ
全
国
大
会
（
以

下
全
国
大
会
）
の
52
・
5
㎏
以
下
の
階
級
で
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
稲
元
純
平
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
る
前
の
自
分
は
、
暴
れ
ん

坊
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
」
と
苦
笑
い
す

る
稲
元
さ
ん
。
生
活
態
度
を
改
め
て
ほ
し
い
と
願
う

母
・
真
理
さ
ん
か
ら
「
一
緒
に
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ

て
み
な
い
」
と
勧
め
ら
れ
、
小
学
2
年
生
の
と
き
に

母
と
共
に
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
稲
元
さ
ん

は
自
分
の
闘
争
心
を
か
き
立
て
る
ボ
ク
シ
ン
グ
に
、

す
ぐ
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
自
分
が
躍
動
で
き
る
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
稲
元
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
才
能
を
開
花
。
競
技
を

始
め
て
か
ら
わ
ず
か
2
年
後
に
は
、
全
国
大
会
で
初

優
勝
を
果
た
し
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
学
1
年
生
か
ら
続
け
て
き
た
サ
ッ
カ
ー

と
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
ボ
ク
シ
ン
グ
と
の
両
立

が
困
難
に
な
り
、
小
学
5
年
生
の
と
き
に
ボ
ク
シ
ン

グ
か
ら
離
れ
、
サ
ッ
カ
ー
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
に
未
練
を
残
し
て
い
た
稲
元
さ
ん

は
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
を
卒
団
間
近
の
秋
、
す
で
に

プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
母
の
勧
め
も
あ
っ
て
、

ボ
ク
シ
ン
グ
に
復
帰
。
2
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
も
の

と
も
せ
ず
、
す
ぐ
に
感
覚
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
実
戦
と
な
る
と
話
は
別
。
復

帰
後
初
め
て
挑
ん
だ
大
会
で
敗
退
し
、
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
こ
の
借

り
は
、
必
ず
返
す
」
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
稲
元
さ
ん

は
、
前
へ
攻
め
て
い
く
本
来
の
フ
ァ
イ
ト
ス
タ
イ
ル

に
磨
き
を
掛
け
る
た
め
、
練
習
前
に
必
ず
荒
川
の
土

手
を
走
り
込
む
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ハ
ー
ド
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
。
底
知
れ
ぬ
ス
タ
ミ
ナ
と
切

れ
味
抜
群
の
パ
ン
チ
を
手
に
入
れ
た
稲
元
さ
ん
は
、

予
選
を
1
ラ
ウ
ン
ド
Ｋ
Ｏ
で
突
破
し
、
全
国
大
会
へ

と
駒
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
の
舞
台
は
ボ
ク
シ
ン
グ
の
聖
地
「
後
楽

園
ホ
ー
ル
」。
試
合
開
始
の
ゴ
ン
グ
が
鳴
る
と
、
壮

絶
な
打
ち
合
い
に
。
第
2
ラ
ウ
ン
ド
で
ダ
ウ
ン
を
奪

わ
れ
て
し
ま
っ
た
稲
元
さ
ん
で
し
た
が
、「
落
ち
着

け
、
気
に
す
る
な
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
前
に

攻
め
て
い
く
攻
撃
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
ま
し
た
。
結
果

は
判
定
へ
。「
負
け
た
か
な
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す

が
、
3
―
0
で
勝
利
し
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た

の
で
す
。「
あ
の
と
き
は
、
う
れ
し
さ
よ
り
も
、
安

心
し
た
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た
で
す
」
と
語
り
ま

す
。

　
将
来
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、
に
っ
こ
り
と
笑
み
を

浮
か
べ
な
が
ら
「
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
」
と
即

答
す
る
稲
元
さ
ん
。
自
ら
の
拳
で
世
界
の
頂
点
を
つ

か
み
取
る
日
ま
で
、
稲
元
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
進
化

し
続
け
ま
す
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　
で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句

「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
」

　
（
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　

代
田　

喜
久
枝
（
矢
場
）
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○11月1日㈭〜30日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、12月4日㈫午後1時30分から市役所203会議室で公開抽
選を行います。　

平成24年1月生まれの
お子さんを募集します

　
奈
良
時
代
に

中
国
か
ら
伝
わ

り
、
今
で
は
日

本
の
伝
統
楽
器

と
な
っ
て
い
る

箏
。
深
み
の
あ

る
音
色
が
魅
力

的
と
あ
っ
て
、

多
く
の
愛
好
家

を
生
み
出
し
て

き
ま
し
た
。
こ

こ
、行
田
で
も
、

箏
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、今
月
紹
介
す
る
「
箏
愛
好
会
な
ご
み
」

の
皆
さ
ん
で
す
。

　
箏
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
8
人
の
メ
ン
バ
ー

は
、
幅
広
い
年
代
で
箏
を
楽
し
み
、
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
箏
を
少
し
で
も
広
め
て
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23
年
1
月
に
同
会
を

結
成
し
ま
し
た
。
現
在
、
毎
週
金
曜
日
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
で
、
2
時
間
程

度
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
結
成
当
時
は
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
弾

き
方
に
癖
が
あ
っ
た
た
め
、
自
分
た
ち
が
理
想

と
す
る
音
色
を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」と
語
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
そ
こ
で
、

生
田
流
箏
曲
宮
城
会
大
師
範
の
小
野
節
子
さ
ん

に
よ
る
熱
心
な
指
導
を
受
け
、
演
奏
時
の
姿
勢

や
演
奏
方
法
な
ど
、
基
本
的
な
動
作
や
技
術
を

改
め
て
身
に
付
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、「
一
人

ひ
と
り
が
奏
で
る
美
し
い
音
を
重
ね
合
わ
せ
、

迫
力
の
あ
る
合
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
目
標
で
す
」
と
語
り
ま
す
。
現
在
は
、
11
月

に
星
河
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
文
化
祭
で
の
発

表
に
向
け
て
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
練
習

に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
春
に
は
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
、

子
供
た
ち
に
箏
を
教
え
た
り
、
夏
休
み
に
は
公

民
館
で
少
年
少
女
体
験
教
室
を
開
催
し
た
り
し

ま
し
た
。
普
段
な
じ
み
の
な
い
楽
器
に
、
子
供

た
ち
は
興
味
津
々
な
様
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

結
成
当
初
の
皆
さ
ん
の
願
い
は
、
着
実
に
子
供

た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
「
聴
く
人
に
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
音
色
を

追
及
し
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
箏
を
好
き
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み

を
語
る
同
会
の
皆
さ
ん
。
箏
に
対
す
る
愛
情
を

持
ち
、
日
々
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
皆
さ

ん
が
奏
で
る
音
色
は
、
聴
く
人
の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　
広
世
☎
5
5
4
―
5
8
4
3

平
野

　香か

凛り
ん

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
哲
也
さ
ん　
母
・
由
香
さ
ん

平
成
23
年
11
月
2
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
華
♡
明
る
く
元
気
に
」

高
橋

　里り

奈な

ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

父・重
光
さ
ん　
母・由
紀
子
さ
ん

平
成
23
年
11
月
6
日
生
ま
れ

「
皆
に
愛
さ
れ
る
優
し
い
子
に
。」

小
野
田

　レ
イ
ラ
ち
ゃ
ん（
持
田
）

父・洋
介
さ
ん　
母・亨
子
さ
ん

平
成
23
年
11
月
30
日
生
ま
れ

「
心
身
共
に
健
康
で
無
事
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡
」

新

　花か
え
で楓

ち
ゃ
ん（
栄
町
）

父・賢
一
さ
ん　
母・千
鶴
さ
ん

平
成
23
年
11
月
11
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
な
子
に
☆
」

新井　香
か

凛
りん
ちゃん・鞠

まり

伽
か
ちゃん（前谷）

父・康祐さん　母・富美子さん
平成23年11月28日生まれ

「グーンと伸びて健やかに♪」

高
橋

里り

奈な 平成 23 年

11月生まれの
おともだち

箏
こと

愛好会なごみ
〜和の音を響かせて〜
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
11
月
24
日
㈯
午
後
1
時
15

分
～
4
時
30
分　

▼
場
所　
「
み
ら

い
」
文
化
ホ
ー
ル　
▼
内
容　
市
内

の
小
・
中
学
生
が
、
将
来
の
夢
や
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
社
会
に
対

し
て
訴
え
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表
す

る　
▼
入
場
無
料　
▼
そ
の
他　
手

話
通
訳
あ
り　
▼
問　
ひ
と
つ
く
り

支
援
課
☎
5
5
6
―
8
3
1
9

▼
日
時　
11
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
正
午　
▼
場
所　
児
童
セ
ン
タ

ー
遊
戯
室　
▼
内
容　
部
屋
や
玄
関

に
飾
る
簡
単
で
か
わ
い
い
リ
ー
ス
を

作
る　
▼
対
象　
幼
児
～
大
人　
▼

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費　

1
人
5
0
0
円
（
材
料
費
）　

▼
�
・
問　
直
接
ま
た
は
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー
☎
5
5
4
―
5
7
0
6

▼
日
時　
12
月
8
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
▼
場
所　
児
童
セ
ン
タ

ー
遊
戯
室　
▼
内
容　
楽
し
い
ゲ
ー

ム
・
歌
な
ど　
▼
対
象　
幼
児
～
大

人　
▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
無
料　
▼
�
・
問　
直
接
ま
た

は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
5
5
4
―

5
7
0
6

▼
日
時　

12
月
1
日
㈯
午
前
9
時

30
分
～
午
後
3
時　

▼
場
所　

熊

谷
会
館
（
熊
谷
市
末
広
3
―
9
―

2
）　

▼
内
容　

山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー

さ
ん
（
歌
手
・
白
鴎
大
学
教
授
）
に

よ
る
人
権
講
演
会
、
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
番
外
編
（
コ
ン
ト
集
団
）

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
啓
発
資

料
の
展
示
な
ど　
▼
入
場
無
料　
▼

そ
の
他　
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
先
着
順
（
事
前
申
し
込
み
不

要
）　

▼
問　

埼
玉
県
人
権
推
進
課

☎
0
4
8
―
8
3
0
―
2
2
5
8

▼
日
時　
11
月
8
日
㈭
～
11
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
4
時
30
分
（
11
日
は

午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所　

牧
禎

舎　
▼
内
容　
仏
像
彫
刻
作
品
の
展

示　
▼
入
場
無
料　
▼
後
援　
行
田

市　

▼
問　

牧
禎
舎
☎
5
5
3
―

5
8
0
0

▼
日
時　
11
月
23
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

▼
場
所　

綾
瀬
川
左
岸
広

場
（
草
加
市
松
江
1
―
10
）
※
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
▼
内
容	

【
埼
玉
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定

戦
】
県
内
各
地
域
自
慢
の
ご
当
地
グ

ル
メ
36
品
目
（
予
定
）
が
、
草
加
市

に
大
集
合
。
来
場
者
に
よ
る
投
票
で

「
埼
玉
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
」
を

決
め
る
【
埼
玉
県
物
産
観
光
展
】
埼

玉
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
的
な
技
術

に
育
ま
れ
た
優
良
な
県
産
品
の
販
売　

▼
問　
埼
玉
県
産
業
労
働
部
観
光
課

☎
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
5

▼
日
時　

12
月
2
日
㈰
午
前
9
時　

▼
集
合
場
所　
㈱
シ
マ
ザ
キ
（
和
田

1
2
3
―
3
）　

▼
内
容　

星
川
の

清
掃
活
動
、
キ
タ
ミ
ソ
ウ
自
生
地
の

観
察　
▼
主
催　
星
川
の
自
然
と
キ

タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
、
行
田
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
行
田
さ

く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
▼
そ
の

他　
長
靴
な
ど
を
履
き
、
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
問　
同
会
会
長
今
村
☎
5
5
7
―

3
1
8
9
ま
た
は
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
長
橋
本
☎
5
5
3
―
3
1
1
3

▼
日
時　
12
月
16
日
㈰
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト

ピ
ア　

▼
会
費　
【
男
性
】
3
千

8
0
0
円
【
女
性
】
3
千
2
0
0
円

（
会
員
は
5
0
0
円
引
き
）
※
軽

食
・
飲
み
物
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き　

▼
�
・
問　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
9
日
㈰
ま

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
荒
木
☎
5
5
4
―
0
1
6
2

▼
日
時　
12
月
2
日
㈰
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル　
▼
内
容　
10
年
間
歌
い
続
け

て
き
た
曲
の
ほ
か
、
歌
抄
集
、
作
詞

家
で
あ
る
和
合
亮
一
さ
ん
に
よ
る

「
つ
ぶ
て
ソ
ン
グ
」
な
ど　

▼
入
場

無
料　
▼
後
援　
行
田
市
教
育
委
員

会
、
行
田
市
合
唱
連
盟　
▼
問　
吉

井
☎
5
5
6
―
6
4
8
1

広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

第
27
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
少
年
の
主
張
大
会

人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
る

「
県
民
の
集
い
」

仏
像
彫
刻
し
ゃ
か
り
き
堂

第
1
回
か
ん
の
ん
塾
展

2
0
1
2
婚
活
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

児
童
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
会

女
声
合
唱
団
き
ら
め
き

10
周
年
記
念
演
奏
会

イ
ベ
ン
ト

冬
の
自
然
観
察
お
よ
び

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

第
10
回
埼
玉
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ

王
決
定
戦
＆
埼
玉
県
物
産
観
光
展
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づ
く
り
、
火
お
こ
し
体
験
な
ど　
▼

そ
の
他　

イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
開

始
時
間
が
異
な
る
ほ
か
、
費
用
が

掛
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
さ
い
た
ま
史
跡
の

博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.sakitam

a-m
use.spec.

ed.jp/

）
を
参
照　
▼
問　
同
博
物

館
☎
5
5
9
―
1
1
8
1

▼
開
催
日
時　
12
月
6
日
㈭
～
9
日

㈰
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
9
日
は

午
後
3
時
ま
で
）　

▼
場
所　

グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
出
品
品
目　
絵

画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
※
規

格
な
ど
は
開
催
要
項
を
参
照　
▼
出

品
料　
一
点
に
つ
き
3
千
円　
▼
搬

入　
12
月
2
日
㈰
午
前
9
時
～
午
後

3
時　
▼
主
催　
埼
玉
県
北
美
術
家

協
会
、
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
そ
の
他　
審
査
の
上
、
入
選

作
品
を
展
示　
▼
�　
ひ
と
つ
く
り

支
援
課
で
配
布
し
て
い
る
出
品
申
込

書
、
入
落
選
通
知
用
封
筒
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
出
品
料
お
よ
び
作

品
を
搬
入
日
に
直
接
会
場
へ
持
参　

▼
問　
第
55
回
記
念
県
北
美
術
展
実

行
委
員
会
事
務
局
（
ひ
と
つ
く
り
支

援
課
内
）
☎
5
5
6
―
8
3
1
9

▼
日
時　

12
月
9
日
㈰
午
後
1
時

30
分
開
演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」

文
化
ホ
ー
ル　

▼
曲
目　
「
マ
ー
チ

『
旧
友
』」、「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」、「
夢

を
か
な
え
て
ド
ラ
え
も
ん
」、「
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
」
ほ
か　
▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

団
員
募
集
中　

▼
問　

長
島
☎
5
5
4
―
9
8
0
0

▼
日
時　

12
月
16
日
㈰
午
後
1
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

羽
生
市
産

業
文
化
ホ
ー
ル
（
羽
生
市
下
羽
生

8
7
6
）　

▼
出
演　

増
田
和
典
さ

ん
（
指
揮
）、
吉
田
恭
子
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
河
野
め
ぐ
み
さ
ん
（
ア

ル
ト
）、
岡
本
泰
寛
さ
ん
（
テ
ノ
ー

ル
）、
原
田
勇
雅
さ
ん
（
バ
ス
）、
東

京
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
管
弦
楽
団
、
フ

ラ
イ
ハ
イ
ト
合
唱
団
、Art	of	

Sakurazaw
a	Ballet　

▼
入
場
料　

【
前
売
り
】
3
千
円
（
指
定
席
）、

2
千
5
0
0
円
（
自
由
席
）、
1
千

円
（
高
校
生
以
下
）【
当
日
】
3
千

円
（
自
由
席
の
み
）　

▼
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い　
同
文
化
ホ
ー
ル
、
宮
脇

書
店
行
田
店
、
川
島
書
店
ほ
か　
▼

主
催　
北
埼
玉
に
第
九
を
根
付
か
せ

る
会　
▼
後
援　
行
田
市
教
育
委
員

会
ほ
か　
▼
問　
同
合
唱
団
事
務
局

細
村
☎
5
5
6
―
3
4
6
3

▼
日
時　
11
月
11
日
㈰
・
14
日
㈬
午

前
9
時
～
午
後
4
時　
▼
場
所　
さ

き
た
ま
古
墳
公
園　

▼
内
容　
【
11

日
】
熱
気
球
体
験
搭
乗
、
埼
玉
古
墳

群
特
別
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
古
墳
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
、
ま
が
玉
づ
く
り
な
ど

※
熱
気
球
体
験
搭
乗
の
み
午
前
7
時

に
整
理
券
を
配
布
し
、
7
時
30
分

か
ら
開
始　
【
14
日
】
国
宝
「
金
錯

銘
鉄
剣
」
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
ま
が
玉

さ
き
た
ま
秋
祭
り

第
55
回
記
念
県
北
美
術

展
作
品

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

冬
の
小
さ
な
演
奏
会

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
第
九

第
10
回
記
念
演
奏
会

募

　
　集

第15回記念公募

行田市美術展の作品募集
▶日　　時	 平成25年2月8日㈮～11日㈪午前9時
30分～午後4時30分（11日は午後4時まで）
▶場　　所	「グリーンアリーナ」サブアリーナ
▶応募資格	 市内および近隣市町に在住、在勤、在
学の方（学生は15～18歳の高等学校もしくは高等
専門学校に在籍する者とし、19歳以上の学生は一
般扱い）

▶種目・作品規格　①【絵画】日本画、洋画（油絵・
水彩）、版画※8号以上60号以内、額装（ガラス不
可、アクリル可、展示ひもを取り付ける）　②【彫
刻】体積100㎝ ×100㎝ ×200㎝以内、重量100㎏
以内、ケースは使用しない　③【書】170㎝ ×60㎝
以内（縦横自由）または91㎝ ×91㎝以内、額装ま
たは枠張（ガラス不可、アクリル・軸装可）　④【写
真】〔一般〕〈単写真〉Ａ3ノビ以上全紙以内、〈組写真〉
65㎝ ×95㎝以内　〔学生〕Ａ4以上ワイド4ツ切ま
で（単写真のみで組写真は不可）※ガラス・展示で
きないドライマウント不可、アクリル・デジタル
プリント可、画像加工は不可）　⑤【工芸】制限なし
（壁面作品・着物などは付属品も持参）

▶出 品 料	 1点につき　一般2,000円、学生1,000
円（同種目の2点目からは半額）

▶搬　　入	 平成25年2月3日㈰午前10時～午後2時
▶搬　　出	 平成25年2月11日㈪午後4時～5時
▶主　　催	 行田市美術家協会、行田市教育委員会、
㈶行田市産業・文化・スポーツいきいき財団

▶注　　意	 作品は未発表のものに限ります。
▶問　行田市美術展実行委員会事務局（産業文化会館
内）☎556―6371
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て
は
、
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
学
校
説
明
会
】

▼
期
日　

11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

（
2
日
と
も
同
じ
内
容
）
※
要
予
約　

▼
場
所　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校　
▼
対
象　
県
内
在
住
の
中
学
生

お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
資
料
請
求
・
問　

自
衛
隊
埼
玉

地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所

（
〒
3
6
0
―
0
0
3
7	

熊
谷
市
筑

波
3
―
90
―
1	

国
際
ビ
ル
2
階
）

☎
5
2
2
―
4
8
5
5

▼
募
集
作
品　

秩
父
鉄
道
お
よ
び

沿
線
風
景
な
ど
を
題
材
に
し
た
俳

句　
▼
応
募
規
定　
①
秩
父
鉄
道
の

各
駅
ま
た
は
秩
父
鉄
道
整
備
促
進
協

議
会
事
務
局
（
熊
谷
市
総
合
政
策
部

企
画
課
内
）
で
配
布
し
て
い
る
規
定

の
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
②

規
定
の
用
紙
1
枚
に
つ
き
3
句
ま
で

と
し
、
一
人
3
枚
ま
で
応
募
で
き
ま

す
。
③
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。④
規
定
の
用
紙
に
は
、

必
要
事
項
を
漏
れ
な
く
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。　
▼
応
募
期
限　
12
月
5

▼
内
容　
市
内
中
心
商
店
街
（
国
道

1
2
5
号
沿
い
）
に
遊
ぶ
「
童
銅
人

形
」
の
お
め
か
し
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の

花
の
手
入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
手

伝
い　

▼
年
会
費　

1
千
円　

▼

�
・
問　
童
里
親
の
会
事
務
局
高
橋

☎
0
9
0
―
2
7
6
8
―
4
2
9
5

【
一
般
試
験
】

▼
受
付
期
間　
11
月
1
日
㈭
～
平
成

25
年
1
月
7
日
㈪　
▼
対
象　
日
本

国
籍
を
有
し
、
平
成
25
年
4
月
1
日

現
在
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
性

で
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
見
込
み

も
含
む
）　

▼
第
1
次
試
験
日　

平

成
25
年
1
月
19
日
㈯　
▼
試
験
会
場　

埼
玉
県
内
の
指
定
す
る
場
所

【
推
薦
試
験
】

▼
受
付
期
間　
11
月
1
日
㈭
～
12
月

7
日
㈮　
▼
試
験
日　
平
成
25
年
1

月
12
日
㈯
～
14
日
㈪
の
間
の
指
定
す

る
1
日　
▼
試
験
会
場　
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
（
神
奈
川
県
横
須

賀
市
御
幸
浜
2
―
1
）　

▼
そ
の
他　

応
募
資
格
お
よ
び
推
薦
要
件
に
つ
い

日
㈬
（
必
着
）　

▼
応
募
方
法　

秩

父
鉄
道
各
駅
へ
持
参
ま
た
は
秩
父
鉄

道
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
あ
て
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
〒
3
6
0
―

8
6
0
1	

熊
谷
市
宮
町
2
―
47
―

1
）。
な
お
、
郵
送
料
は
応
募
者
の

負
担
と
し
ま
す
。　
▼
入
賞
選
考
・

発
表　

①
特
選
3
句
、
入
選
10
句
、

佳
作
30
句
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
（
入
賞
句
の
数
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
②
入

選
句
は
平
成
25
年
3
月
ご
ろ
、
本
人

へ
通
知
し
ま
す
。　
▼
そ
の
他　
応

募
作
品
の
著
作
権
は
同
協
議
会
に
帰

属
し
ま
す
。
入
賞
句
は
秩
父
鉄
道
各

駅
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。　

▼

問　
同
協
議
会
事
務
局
☎
5
2
4
―

1
1
1
1（
内
線
2
2
8
）

▼
日
時　

12
月
3
日
㈪
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内

容　
子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う

（
託
児
付
き
）　
▼
対
象　
市
内
在
住

で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　
▼
定
員　

30
人　
▼
参
加
費　

1
0
0
円　
▼

主
催　
行
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会　
▼
後
援　
行
田
市
、
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
�
・
問　

同
協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
12
月
2
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ　
▼
内
容　
弁
護
士
、司
法
書
士
、

税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の

専
門
家
が
、
法
律
関
係
、
税
金
、
年

金
、
労
働
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る　
▼
参
加
無
料　
▼
問　
行
田
民

主
商
工
会
☎
5
5
9
―
3
5
7
3

▼
日
時　
11
月
22
日
㈭
午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時　
▼
場
所　
行
田
商

工
会
議
所
会
議
室　
▼
内
容　
運
転

資
金
、
設
備
資
金
、
開
業
の
た
め
の

融
資
の
申
し
込
み
お
よ
び
相
談　
▼

持
ち
物　
確
定
申
告
書
お
よ
び
決
算

書
2
期
分
（
勘
定
科
目
明
細
書
を
含

む
）、
社
判
・
印
鑑
な
ど　

▼
�
・

問　
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
同

会
議
所
☎
5
5
6
―
4
1
1
1
ま
た

は
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷
支
店
☎

5
2
1
―
2
7
3
1（
要
事
前
予
約
）

広告

InformationInformation 催し・募集

専
門
家
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

第
14
回
「
金
子
兜
太
先
生

が
選
ぶ
秩
父
鉄
道
の
俳
句
」

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
採
用
試
験

童
の
銅
人
形
の
里
親

相

　
　談

日
本
政
策
金
融
公
庫　

年
末
融

資
相
談
会
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
個

別
経
営
相
談
会
）
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広告

InformationInformation 催し・募集

5
0
0
円
、
粘
土
2
㎏
1
千
円
→

8
0
0
円　

▼
そ
の
他　

利
用
に

は
、Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
証
の
提
示
の
ほ
か
、

事
前
予
約
が
必
要　
▼
問　
は
に
わ

の
館
☎
5
5
9
―
4
5
9
9

▼
無
料
開
放
日　
11
月
14
日
㈬　
▼

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま

で
）　

▼
そ
の
他　

①
宮
沢
賢
治
ア

ニ
メ
シ
リ
ー
ズ　
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

ー
シ
ュ
」
の
上
映　
②
古
代
蓮
の
里

売
店
内
外
で
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル

（
1
0
0
円
）

▼
日
時　
12
月
22
日
㈯
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　

▼
内
容　

日
本
の
伝
統

的
園
芸
で
あ
り
、
正
月
を
彩
る
定

番
の
「
松
竹
梅
の
風
景
盆
栽
」
を

作
る　

▼
講
師　

萩
原
文
雄
さ
ん

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学

校
講
師
）　

▼
対
象　

成
人　

▼
定

員　

30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

4
千
3
0
0
円
（
保
険
料・材
料
費
）　

▼
�　
11
月
17
日
㈯
午
後
2
時
～
29

日
㈭
に
直
接
同
館
窓
口

▼
日
時　
12
月
2
日
㈰
正
午
～
午
後

4
時　
▼
内
容　
司
法
書
士
に
よ
る

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会　

▼
相
談
方
法　
電
話
に
よ
る
無
料
相

談
☎
0
1
2
0
―
0
5
2
―
0
8
8

（
開
催
当
日
の
み
）　
▼
主
催　
全
国

青
年
司
法
書
士
協
議
会　
▼
問　
司

法
書
士
髙
橋
☎
0
4
8
―
4
8
5
―

8
4
7
2

▼
日
時　
11
月
18
日
㈰
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分　
▼
場
所　
総

合
公
園
周
回
コ
ー
ス
※
正
午
～
午
後

1
時
は
市
街
地
周
辺
（
秩
父
鉄
道
行

田
市
駅
→
新
町
商
店
街
→
市
役
所
）

で
パ
レ
ー
ド
走
行
を
行
う　
▼
内
容　

自
転
車
競
技
大
会　
▼
主
催
・
主
管　

日
本
学
生
自
転
車
競
技
連
盟　
▼
そ

の
他　
当
日
は
総
合
公
園
周
辺
、
市

街
地
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。　

▼
問　

同
連
盟
事
務
局
☎

０
３
―
3
4
8
1
―
2
3
6
9
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

rem
us.dti.ne.jp/~jicf/

）

▼
日
時　

12
月
16
日
㈰
午
後
1
時

～
5
時　

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　
▼
バ
ン

ド　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド　
▼
参
加

費　
1
千
円　
▼
主
催　
行
田
市
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
連
盟　
▼
後
援　
行

田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協

会
、
埼
玉
県
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協

会　

▼
問　

島
崎
宅
☎
5
5
4
―

3
6
7
3

▼
日
時　
12
月
2
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
4
時　
▼
場
所　
郷
土
博
物
館　

▼
内
容　
映
画
「
の
ぼ
う
の
城
」
の

舞
台
と
な
っ
た
「
忍
城
」
や
、
上
杉

謙
信
に
「
義
」
を
尽
く
し
た
「
羽
生

城
」
な
ど
に
関
す
る
講
演　

▼
定

員　

1
0
0
人
（
先
着
順
）　

▼
入

場
無
料　
▼
�
・
問　
事
前
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
5
5
5
―
1
1
1
0
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

5
5
4
―
4
4
4
2

　
全
面
改
修
工
事
に
伴
い
、
平
成
25

年
3
月
31
日
㈰
ま
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況

に
よ
り
、
休
止
期
間
が
短
縮
ま
た
は

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
改

修
工
事
終
了
後
の
施
設
の
予
約
受
付

開
始
日
な
ど
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
家
族
に
1
人
で
も
Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
が

い
れ
ば
、
家
族
全
員
の
は
に
わ
づ
く

り
料
金
が
割
り
引
き
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
料
金　

粘
土
1
㎏
6
0
0
円
→

	 《住民基本台帳人口》
行田市の人口と世帯	 人口86,035人　男42,827人　女43,208人　世帯数33,553世帯
（平成24年10月1日現在）	 ９月中の異動　出生35人　転入等133人　死亡65人　転出等197人33

広告

InformationInformation 催し・募集

「
北
武
蔵
城
物
語
」

歴
史
セ
ミ
ナ
ー

第
24
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

舞
踏
大
会

生
活
保
護
1
1
0
番

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

利
用
休
止
の
お
知
ら
せ

は
に
わ
の
館
Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員

向
け
優
待
サ
ー
ビ
ス
開
始

松
竹
梅
の
寄
せ
植
え

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

「
古
代
蓮
会
館
無
料
開
放
」

ス
ポ
ー
ツ

講

　
　
　
演

全
日
本
学
生
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
カ
ッ
プ
第
8
戦
浮

城
の
ま
ち
行
田
ラ
ウ
ン
ド
／
第
7
回
東
京
六
大

学
対
抗
ロ
ー
ド
（
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
）
大
会

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７
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P.2

敬老祝賀式典を開催しました P.6
市内循環バスが全コース運賃無料に P.8

　10月10日、総合公園自由広場で第58回行田市小学校連合運動会が開
催されました。
　さわやかな秋空のもと、児童は1,000メートル走や走り高跳び、ボー
ル投げ、100メートル走など8種目に分かれ、競い合いました。それぞれ
の種目に出場した選手たちは、これまでの練習の成果を発揮し、笑顔で大
会を終えました。

　

天
正
18
年
（
1
5
9
0
）
7
月
14
日
、
忍
城
は
豊

臣
軍
に
引
き
渡
さ
れ
、
城
主
成
田
氏
は
一
族
や
家
臣

共
ど
も
城
を
出
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
成
田
氏
長

は
豊
臣
秀
吉
方
の
武
将
蒲が

生も
う

氏う
じ

郷さ
と

に
預
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
こ
か
ら
が
戦
国
の
世
を
生
き
抜
い
た
成
田

氏
長
の
本
領
発
揮
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
忍
城
に
は

徳
川
家
康
の
四
男
松ま

つ

平だ
い
ら

忠た
だ

吉よ
し

が
入
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
忠
吉
が
幼
少
の
た
め
、
暫
定
措
置
と
し

て
家
康
は
家
臣
の
松
平
家い

え

忠た
だ

を
忍
城
に
入
れ
て
、
治

安
維
持
や
城
の
修
復
に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。
家
忠
が

忍
城
に
入
城
し
た
半
月
余
り
後
の
9
月
18
日
に
、
成

田
氏
長
か
ら
家
忠
に
進し

ん

物も
つ

が
贈
ら
れ
、
以
降
も
家
忠

と
氏
長
の
交
流
は
続
き
ま
す
。
二
人
と
も
連
歌
と
い

う
共
通
の
趣
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
秀
吉
に
抵
抗
し

た
敗
軍
の
将
が
、
か
つ
て
の
城
地
を
占
領
し
た
武
将

と
誼よ

し
み
を
通
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
氏
長
の
巧
み

な
外
交
術
を
推
察
さ
せ
る
出
来
事
で
す
。

　

蒲
生
氏
郷
が
秀
吉
か
ら
陸む

つ
の
く
に

奥
国
会
津
42
万
石
を

与
え
ら
れ
る
と
、
氏
長
は
こ
れ
に
従
い
会
津
に
移

り
ま
す
。
天
正
19
年

（
1
5
9
1
）
1
月
に

起
き
た
、
九く

の

戸へ

城
（
岩

手
県
二に

の

戸へ

市
）
城
主
の

九
戸
政ま

さ

実ざ
ね

の
反
乱
鎮
圧

に
氏
郷
は
出
兵
し
ま
す

が
、
そ
の
陣じ

ん

立だ
て

書し
ょ

の
な

か
に
「
成
田
兄
弟
」
の

名
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
氏
長
と
弟
の
泰や

す

親ち
か

忍
城
物
語

忍
城
水
攻
め
余
話
3

　その
後
の
成
田
氏

行田

歴
史
系
譜

8

224

は
蒲
生
軍
の
一
員
と
し
て
出
兵
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
同
年
、
氏
長
は
下

し
も
つ
け
の
く
に
か
ら
す
や
ま

野
国
烏
山
に
2
万
石
の
領
地

を
与
え
ら
れ
、
大
名
と
し
て
復
活
を
し
ま
し
た
。

　

文
禄
4
年
（
1
5
9
5
）
12
月
に
氏
長
が
死
去
す

る
と
泰
親
が
跡
を
継
ぎ
、
泰
親
が
隠
居
す
る
と
そ
の

子
ら
が
家
督
を
継
ぎ
ま
す
が
、
実
質
的
な
当
主
は
泰

親
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
元
和
2
年

（
1
6
1
6
）
に
泰
親
が
死
去
す
る
と
家
督
争
い
が

起
こ
り
、
同
８
年
（
1
6
2
2
）
に
成
田
氏
本
家
は

改
易
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
成
田
長
親
は
忍
城
開
城
後
、
氏
長
と
袂た

も
と
を

分
か
ち
ま
し
た
。
長
親
の
長
男
長な

が

季す
え

が
新
し
く
忍
城

主
と
な
っ
た
松
平
忠
吉
に
仕
え
、
忠
吉
が
慶
長
5
年

（
1
6
0
0
）
に
尾お

わ
り
の
く
に
き
よ
す

張
国
清
洲
に
転
封
と
な
る
と
、

長
季
も
尾
張
に
移
り
ま
し
た
。同
12
年
（
1
6
0
7
）

に
忠
吉
が
死
去
し
、
新
た
に
尾
張
国
の
領
主
と
な
っ

た
徳
川
義よ

し

直な
お

は
、
忠
吉
の
家
臣
の
多
く
を
自
身
の

家
臣
団
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。
長
季
も
義
直
に
仕

え
、
以
後
は
尾
張
藩
士
と
し
て
、
そ
の
子
孫
は
い
く

つ
か
の
分
家
を
出
し
て
成
田
氏
の
家
系
を
つ
な
い

で
い
き
ま
し
た
。
長
親
も
尾
張
に
移
り
、
同
17
年

（
1
6
1
2
）
12
月
に
67
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

　

長
親
の
ひ
孫
た
ち
に
よ
っ
て
貞
享
元
年
（
1
6
８

4
）
に
作
ら
れ
た
家
系
図
が
、
成
田
氏
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

で

あ
る
龍
淵
寺
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
成
田

氏
の
家
系
を
知
る
上
で
基
本
史
料
と
さ
れ
て
き
た

「
成
田
系
図
」
で
す
。
成
田
氏
の
歴
史
は
、
長
親
の

子
孫
た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

成田系図 （龍淵寺所蔵）

　映画「のぼうの城」の主人公、「のぼう様」こと成田長親役を演じ
た野村萬斎さんと工藤市長のスペシャル対談が実現。印象に残っ
ているシーンや映画の撮影秘話、成田長親というリーダー像につ
いて、さらには石田三成が水攻めを行ってから、400年が経過し
た行田の印象などについて大いに語り合いました。
　また、映画のエンドロール（終幕）では、私たちが住んでいる行
田の風景が流れますので、最後まで目が離せません。
　市民の皆さん、ぜひ、映画「のぼうの城」をご覧いただき、「行
田は全国に誇れるまち」であることを実感してください。
　対談の詳しい内容については、「市報ぎょうだ」平成25年1月号
に掲載する予定ですので、乞うご期待。

※今月の「こぜにちゃんが行く! with フラべぇ」のコーナーはお休みさせていただきます。

野村萬斎さん（左）と工藤市長

野村萬斎さんと工藤市長の対談が実現緊急告知


